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東京都
周産期母子医療センター等に

おける長期入院児調査

NICU退院支援検討会
平成21年7月22日

資 料 ５
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調査の概要

目的

周産期母子医療センター等における新生児の受入れ
の円滑化、児の福祉の向上に資するため

調査時点
平成19年3月１日現在(One Ｄａｙ調査）

調査対象

都内の周産期母子医療センター

新生児期から引き続き調査日に90日以上入院を継
続している児

回答数 ２２施設 １２３人分
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重心・退院予定・入院期間
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児の概要
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入院病棟
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退院予定の有無と重心
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入院期間と重心
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病名(全体）
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低出生体重

染色体異常

先天性外表奇形

その他の先天奇形

仮死後低酸素性虚血性脳症

呼吸器疾患

中枢神経系疾患

循環器疾患

消化器疾患

人数(人）

全体
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病名(退院予定の有無）
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低出生体重

染色体異常

先天性外表奇形

その他の先天奇形

仮死後低酸素性虚血性脳症

呼吸器疾患

中枢神経系疾患

循環器疾患

消化器疾患

人数（人）

退院予定なし

退院予定あり
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身体の状況(全体）
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知的の状況(全体）
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障害の有無と退院予定
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自宅退院に向けて望む支援
（全体 複数回答）

0 10 20 30 40 50 60 70 80

保護者に対する在宅医療の指導

保護者に対する障害受容に向けたカウンセリング

医療機器の手配（斡旋・貸与等）

保護者に対する退院後の精神的なサポート体制

短期入所施設が必要に応じて利用できる状況にある

児の療育が可能な通所施設が近隣にある

訪問看護

特になし

入所・入院者と在宅者の不公平感の是正

人数(人）



14

自宅退院に向けて望む支援
（退院予定の有無 複数回答）

0 10 20 30 40 50 60

保護者に対する在宅医療の指導

保護者に対する障害受容に向けたカウンセリング

医療機器の手配（斡旋・貸与等）

保護者に対する退院後の精神的なサポート体制

短期入所施設が必要に応じて利用できる状況にある

児の療育が可能な通所施設が近隣にある

訪問看護

特になし

入所・入院者と在宅者の不公平感の是正

人数（人）

退院予定なし

退院予定あり



15

医療ニーズ（全体 複数回答）

0 20 40 60 80 100

レスピレーター管理

気管内挿管・気管切開

O2吸入又はSaO290%以下の状態が10%以上

一時間１回以上の頻回の吸引

一日６回以上の頻回の吸引

ネブライザー常時使用（インスピロンの場合を含む）

ネブライザー一日３回以上使用

ＩＶＨ

経管、経口全介助（胃、十二指腸チューブ等含む）

姿勢制御・手術などにも関わらず、内服薬で制御できないコー
ヒー様の嘔吐に伴う処置

血液透析

定期導尿（一日３回以上）

人工肛門

一日６回以上の体位交換（全介助）

過緊張により週３回の臨時薬を要する

イレウス

高度視力障害

高度聴力障害

人数（人）
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医療ニーズ（退院予定 複数回答）

0 2 4 6 8 1 0 1 2

レ ス ピ レ ー タ ー 管 理

気 管 内 挿 管 ・気 管 切 開

O 2吸 入 又 は S a O 2 9 0 %以 下 の 状 態 が 1 0 %以 上

一 時 間 １回 以 上 の 頻 回 の 吸 引

一 日 ６回 以 上 の 頻 回 の 吸 引

ネ ブ ラ イ ザ ー 常 時 使 用 （イ ン ス ピ ロ ン の 場 合 を 含 む ）

ネ ブ ラ イ ザ ー 一 日 ３回 以 上 使 用

ＩＶ Ｈ

経 管 、経 口 全 介 助 （胃 、十 二 指 腸 チ ュ ー ブ 等 含 む ）

姿 勢 制 御 ・手 術 な ど に も 関 わ ら ず 、内 服 薬 で 制 御 で き な

い コ ー ヒ ー 様 の 嘔 吐 に 伴 う処 置

血 液 透 析

定 期 導 尿 （一 日 ３回 以 上 ）

人 工 肛 門

一 日 ６回 以 上 の 体 位 交 換 （全 介 助 ）

過 緊 張 に よ り 週 ３回 の 臨 時 薬 を 要 す る

イ レ ウ ス

高 度 視 力 障 害

高 度 聴 力 障 害

人 数 (人 ）

退 院 予 定 あ り
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入院期間（退院予定あり）
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入院期間（退院予定なし）
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入院長期化の理由（複数回答）
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医療ニーズや介護度が高いため在宅は困難

医療ニーズや介護度が高いため家族が在宅を拒否

家族の障害受容ができない

自宅の構造上受入れが困難であり、改修も難しい

他に看護・介護・養育を必要とする家族がいる

ひとり親家庭、親が疾患など、家庭養育が困難

経済的に、現在の生活水準を維持したいため

他の児に割くエネルギーを減らしたくないため

人数(人）

退院予定なし

退院予定あり
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まとめ

重心該当者や長期入院者は、退院予定者が少な

い

病名では、低出生体重が多い

身体･知的の障害が無い児の90日以上の入児が
ある

自宅退院に向けては、訪問看護のニーズが高い

医療ニーズは、経管･経口全介助、吸引が多い

入院長期は、在宅看護が困難との理由が多い


